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1 は じ め に

現在栽培されているスプレーギクの品種の多くは,秋ギ

クに属しており,自然開花期は10月 下旬から11月上旬であ

る。秋ギクは,日長が145時間以下になると花芽分化し,
135時間以下になると花芽が発達して開花する。

したがって,ス プレーギクの開花促進のための短日処理

は,日長が13時間以上となる春分から秋分までの期間に有

効であり,秋分から春分までの期間は,電照を中止して自
然日長にすれば短日処理を行ったことになる。

そこで,ス プレーギクの作期拡大をはかるため,無加温

簡易施設栽培における開花調節について検討しスぉ

2試 験 方 法

材料としては表 2に示すとおリピンキーほか 7品種を供

試し,無加温パイプハウスにおける開花調節について検討
した。試験区別は表 1に示すとおりである。

表 1 試験区の構成 (昭和63年 )

挿し芽から短日処理開始までは午後10時から午前 2時ま

での 4時間電照を行って長日条件とした。 7月 咲き栽培と

8～ 9月 咲き栽培の短日処理は厚さ01熙記のシルバーポリ

で午後 6時から午前 8時までシェードを行い10時間日長と

した。■月咲き栽培の短日処理は9月 20日 から電照を打ち

切り自然日長とした。

供試株数は 1区各品種 6株で, 2反復とした。ベッド幅

120m 通路80m,株間15卸 ,条間15mの 6条植えで, 1
株 3本仕立てにした。施肥はα当りN15ルタ,P205
075カ ,K20114″を施用した。

3 試験結果及び考察

7月 咲きシェード栽培でのハウス内の最低気温は,定植

後の4月 第 3半旬から5月 第 4半旬まで70～ 128℃で経

過した。短日処理開始後も最低気温は上昇せず第 5半旬は

139℃ ,第 6半旬は128℃であった (図 1)。 そのため ,
フロスト,フ ィデサ,レフォー″ ピンキーは開花したが,他

の 4品種は柳芽となった。また,開花した4品種のうちフ

ロストを除いた 3品種の短日処理開始からの到花日数は70

～75日 と長く,栄養生長から生殖生長への転換がスムーズ

に行われなかったものと考えられる。また,フ ロストを除

く3品種は切花品質は切花長が長く,二次側雷が付いた

(表 2)。

図 1 ハウス内の半旬別最高気温 .最低気温の
推移 (昭和63年 )

表2 7月咲きシェード栽培の開花特性 (昭和63年 )
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8～ 9咲きシェード栽培でのハウス内の最低気温は,定
植後の5月 第 6半旬から6月 第 6半旬まで128～180℃で

推移し,生育は順調であった。花芽分化期に当たる7月第
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1半句から第 5半旬まで,3週間の最低気温は164～ 169
℃で推移し (図 1),花芽分イロま順調に進んだ。西南暖地
における夏期のシェード栽培では,高温による開花遅延と
がくの硬化,小輪化,花色の退色等の切花品質の低下が間
題となるとの報告1)がある。本試験では,シ ェード期間の

最低気温が164～ 240℃ で経過し,到花日数は54～68日 で ,
切花品質もフロストとレフォールがやや切花長が短く,ポ
リュームに欠けたはかは問題がなかった (表 3)。

表 3 8～ 9月 咲きシェード栽培の開花特性 (昭
和63年 )

11月 咲き栽培では,定植後の 8月 第 1半旬から短日処理
前の9月 第 4半旬まで生育は順調に進んだ。電照打ち切り
による短目処理開始後の9月 第 5半旬は163℃ ,第 6半句
は160℃で推移したが,10月 第 1半旬が118℃ ,第 2半旬
が128℃に低下したため花芽分化の遅れが,心配された。花
芽発達期に当たる10月 第 3半旬から11月第 3半旬も■ 5～
20℃ と著しく最低気温が低く推移したため開花の遅れが

心配された (図 1)。 しかし,11月 中下旬に開花し,到花
日数も57～64日 で,順調であった。切花品質も切花重で30

,未満のレフォールを除いて問題はなかった (表 4)。

以上の結果, 7月 咲きンェード栽培は5月 中旬からのシェ

ード開始で開花するが,花芽分化期に当たる5月 中下旬に

最低気温が低いため,比較的花芽分化温度の低い品種を除
いて栽培は不安定である。宮城県の場合,夏期シェード栽
培の短日処理開始時期は最低気温が15℃以上に安定する6

月上旬以降の開始がよいと思われる。

表 4 H月 咲き栽培の開花特性 (昭和63年 )
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8～ 9月 咲きシェード栽培は7月 上旬シェード開始で ,

高温による開花遅延や切花品質の低下はあまりみられず順

調に開花した。宮城県では夏期の比較的冷涼な気候を生か

したシェード栽培は有利であると思われる。

■月咲き栽培は,宮城県では日長が13時間以下となる9

月20日 ころに電照を打ち切り, 9月 下旬までに花芽分化を

終了させることにより,11月 中下旬開花が可能である。

4 ま

スプレーギクの作期拡大をはかるため,無加温簡易施設

栽培における開花調節について検討した。

7月咲き栽培は5月 中旬シェード開始で開花したが,花

芽分化期に当たる5月 中下旬に最低気温が低いため,比較

的花芽分化温度の低い品種を除いて,栽培は不安定である。

8～ 9月 咲き栽浩は7月上旬シェード開始で,高温によ

る開花遅延や切花品質の低下はみられず順調に開花した。

11月 咲き栽培は9月 中旬電照打ち切りで,11月 中下旬に

開花した。

富城県での無加温簡易施設における作期は, 6月 上旬シェ

ード開始による8月 開花から9月 中旬電照打ち切りによる

11月 下旬開花まで可能である。
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